
 

 

岡山市広報連絡資料＜市長定例記者会見資料＞ 

                 令和７年７月２２日 

 

 

 

 

広く市民に希望と誇りを与えるとともに、本市の名を高めることに特に顕著な功績があった

有森裕子氏に対し、岡山市市民栄誉賞を授与します。 

 

 

１ 受賞者 

有森 裕子（ありもり ゆうこ）氏 

１９９２年 バルセロナ五輪女子マラソン 銀メダル獲得 

１９９６年 アトランタ五輪女子マラソン 銅メダル獲得 

１９９８年 認定 NPO 法人（発足時 NGO）「ハート・オブ・ゴールド」代表理事就任 

２０１５年 おかやまマラソンスペシャルアンバサダー就任 

２０２５年 公益財団法人日本陸上競技連盟会長就任 

 

 

２ 授与式日時  

11 月上旬頃を想定 

  詳細な日時は決まり次第お知らせします。 

 

 

３ その他  

受賞者については、学識経験者等に意見聴取を行い決定しています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

有森裕子氏へ 

岡山市市民栄誉賞を授与します 

【問い合わせ先】                  
岡山市 総務法制企画課 藤本・小林  直通086-803-1081 内線4450・4451 

スポーツ振興課 吉田     直通086-803-1616 内線4740 
 



岡山市市民栄誉賞 

受賞者 有森 裕子 

 

１.本人のプロフィール 

■生年月日：1966 年 12 月 17 日 

■出身地：岡山県岡山市 

■出身校：就実高校/日本体育大学 

■経歴:株式会社リクルートに入社 

■好きな言葉：すべてを力に 

■信条：「世の中にたった一人しかいない自分の生き方にこだわること」 

「二度とやってこない一瞬一瞬を精一杯生きること」 

 

2.主な競技歴 

1990 年 大阪国際女子マラソン 6 位 2 時間 32 分 51 秒（当時初マラソン日本最高記録） 

1991 年 大阪国際女子マラソン 2 位 2 時間 28 分 01 秒（当時日本最高記録） 

世界選手権東京大会 女子マラソン 4 位 2 時間 31 分 08 秒 

1992 年 バルセロナ五輪女子マラソン  2 位 2 時間 32 分 49 秒 

1995 年 北海道マラソン 女子 優勝 2 時間 29 分 17 秒（大会新記録） 

1996 年 アトランタ五輪女子マラソン 3 位 2 時間 28 分 39 秒 

1999 年 ボストンマラソン       3 位 2 時間 26 分 39 秒（自己ベスト） 

2007 年 東京マラソン 2007 5 位 2 時間 52 分 45 秒（最後のレース） 

 

３．現在の活動（主なもの） 

・公益財団法人日本陸上競技連盟会長 

 ※日本陸連は 100 周年で初の女性会長。任期は２年。（6/25 副会長→会長へ就任） 

・国際オリンピック委員会（IOC）Olympism365 委員会委員 

・ワールドアスレティックス（WA）カウンシルメンバー 

・アジア陸上競技連盟（AAA）カウンシルメンバー 

・認定 NPO 法人「ハート・オブ・ゴールド」代表理事 

※1998 年に設立。 

カンボジアで体育教室支援活動を行う。地雷廃絶と被害者支援を目的としたチャリティーマラソ 

ンへの参加をきっかけに、カンボジアとの関わりが始まった。 

里親制度「ハート・ペアレント」を通じて、孤児や貧困家庭の子供たちへの生活・教育支援も行う。 

日本語教育支援として、公立小学校内に教室を建設。子供たちの就職の可能性を広げる活動も行う。 

・一般社団法人大学スポーツ協会 副会長 

・おかやまマラソン 2025 スペシャルアンバサダー（2015 年の第１回～現在まで就任） 

 



・日本体育大学 及び 日本体育大学女子短期大学部 客員教授 

・国土交通省 観光庁 スポーツ観光マイスター 

・公益財団法人笹川スポーツ財団 アドバイザー 

・公益財団法人パラスポーツ協会 評議員 

・一般社団法人スポーツ・コンプライアンス教育振興機構 理事 

・一般財団法人東京マラソン財団 理事 

・国際陸上競技連盟女性委員 

・国際人口基金親善大使 

・(公財)スペシャルオリンピックス日本 ユニファイドスポーツ R アンバサダー 

・アスリートのマネジメント会社「株式会社 REGHTS.」取締役（2002 に設立） 

・アニモ・ミュージアム（有森裕子資料館） 

 

４.受賞歴（主なもの） 

■海外 

2010 年 国際オリンピック委員会（IOC）女性スポーツ賞（日本人初の受賞） 

2010 年 ロイヤル・モニサラポン勲章大十字を受章 

※長年カンボジアの支援の功績により、カンボジア王国の国王陛下より最高位の勲章を称えられた。 

■国内 

1992 年 朝日スポーツ賞（朝日新聞社） 

1993 年 第 5 回日本フェアプレー特別賞（日本フェアプレー委員会） 

1996 年 ベスト・ドレッサー賞（社団法人日本メンズファッション協会） 

1996 年 流行語大賞（自由国民社） 

2010 年 津田梅子賞（津田塾大学） 

2015 年 日本陸連アスレティック・アワード 2015 特別賞（日本陸上競技連盟） 

2022 年 三木記念賞（岡山県） 

 

 

 


